
欧
米
の
研
究
者
の
言
い
た
も
の
で
中
国
や
日
本
に
関
す
る
も
の
を
読
ん
で
、
研
究
の
切
り
口
の
１
’
－
－
ク
さ
と
と
も
に
、
使
用
し
た
資
料

の
豊
富
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
東
洋
へ
実
際
に
来
な
く
て
、
よ
く
あ
の
よ
う
な
研
究
が
で
き
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
筆
者
は
、

一
年
間
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公
衆
衛
生
大
学
院
武
見
国
際
保
健
講
座
へ
留
学
す
る
機
会
が
あ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
東
ア
ジ
ア
研
究
の
中

心
的
存
在
で
あ
る
イ
ェ
ン
チ
ン
（
燕
京
）
図
書
館
を
折
々
使
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
図
書
館
は
東
ア
ジ
ア
関
係
の
図
書
館
で
は
、
東
ア
ジ
ア

以
外
で
は
世
界
で
最
も
大
き
な
も
の
の
一
つ
で
医
学
関
係
も
充
実
し
て
い
る
。
こ
の
図
書
館
の
概
略
と
、
医
学
関
係
の
書
籍
、
そ
の
利
用
法

に
つ
い
て
紹
介
し
、
い
く
つ
か
の
提
案
を
試
み
た
い
。

ボ
ス
ト
ン
は
商
港
と
し
て
栄
え
、
十
九
世
紀
に
は
中
国
と
の
貿
易
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
中
国
古
典
学
者
の

戈
鰻
化
（
【
○
【
目
冒
幽
ゞ
一
八
二
四
’
一
八
八
二
）
が
招
か
れ
、
北
京
官
話
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
の
ク
ラ
ス
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た

は
じ
め
に

図
書
館
の
歴
史

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
イ
ェ
ン
チ
ン
図
書
館
の
和
漢
医
籍津
谷
喜
一

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
九
巻
第
二
号

平
成
五
年
六
月
二
十
二
日
発
行

郎
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漢
籍
が
、
そ
の
後
の
ハ
ー
バ
ー
ド
の
東
ア
ジ
ア
関
係
の
図
書
館
の
中
核
と
な
っ
た
。

一
方
、
和
籍
は
一
九
一
四
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
に
招
か
れ
た
中
国
学
者
の
服
部
宇
之
吉
二
八
六
七
’
一
九
三
九
）
、
仏
教
学
者
の
姉
崎
正
治
（
一

八
七
三
’
一
九
五
○
）
が
帰
国
の
際
残
し
て
い
っ
た
書
籍
が
始
ま
り
と
な
っ
た
。

当
時
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
図
書
館
長
で
歴
史
学
者
の
Ａ
・
Ｃ
・
ク
ー
リ
ッ
ジ
（
障
向
三
冨
匡
ｇ
ｑ
９
Ｏ
巨
帰
》
一
八
六
六
’
一
九
二
八
）
が
、

一
九
二
七
年
に
中
国
湖
江
省
寧
波
に
生
ま
れ
武
昌
で
図
書
館
学
を
学
び
、
そ
の
後
廩
門
（
ア
モ
イ
）
大
学
図
書
館
長
、
次
い
で
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

で
図
書
館
学
を
さ
ら
に
学
ん
で
い
た
、
襄
開
明
（
シ
犀
巴
〆
巴
‐
自
侭
ｇ
旨
〕
一
八
九
八
’
一
九
七
七
）
を
招
聰
し
、
漢
籍
・
和
籍
の
整
理
を
任

せ
た
。
厘
門
は
当
時
日
本
の
影
響
が
強
く
、
襄
氏
は
日
本
語
に
も
通
じ
て
い
た
・
翌
一
九
二
八
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
学
社
畠
胃
ぐ
“
ａ
‐
扁
邑
ｏ
ご
信

冒
印
昌
昌
①
）
が
設
立
さ
れ
、
襄
氏
は
そ
の
「
漢
和
図
書
館
」
の
初
代
館
長
と
な
り
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
約
四
十
年
間
、
一
九
六
四
年
ま
で

そ
の
職
に
あ
た
り
、
就
任
期
間
中
に
当
初
の
七
千
冊
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
四
十
万
冊
を
こ
え
た
。
彼
は
中
国
の
四
庫
分
類
法
を
取
り
入
れ
た

「
漢
和
図
書
分
類
法
」
（
通
称
目
①
胃
ご
眉
Ｑ
画
い
の
畠
の
目
○
コ
）
を
考
案
し
、
こ
れ
が
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
か
ら
は
呉
文
津
自
侭
①
ロ
①

乏
匡
》
一
九
二
二
ｌ
）
が
館
務
を
引
継
い
で
い
る
。
一
九
七
七
年
に
財
政
難
か
ら
図
書
館
は
学
社
所
属
か
ら
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
の
一
部
と
な
っ
た
。

和
籍
に
関
し
て
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
七
年
ま
で
磯
部
菫
治
氏
（
一
九
二
一
ｌ
）
が
担
当
さ
れ
て
い
た
。
磯
部
氏
は
退
職
後
、
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
、
東
京
大
学
文
学
部
、
引
き
続
い
て
新
潟
県
大
和
町
に
あ
る
国
際
大
学
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
八
年
か
ら
は
青
木

利
行
氏
（
一
九
三
五
ｌ
）
が
和
籍
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
青
木
氏
は
す
で
に
二
三
年
間
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
青
木
氏
は
最
近
エ
リ
ッ
ク
・

ハ
ン
タ
ー
局
胃
］
．
函
匡
昌
①
『
）
著
《
６
○
昌
冒
５
国
Ｎ
ａ
ｏ
ｇ
巴
○
唱
言
晩
》
（
Ｑ
弓
①
因
ご
哩
畠
》
Ｐ
ｏ
ａ
ｏ
己
》
岳
謡
）
を
、
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
図

書
館
ｌ
消
え
ゆ
く
カ
ー
ド
目
録
」
（
雄
松
堂
、
一
九
八
八
）
と
し
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
に
は
国
○
門
目
ｍ
国
閏
ぐ
四
ａ
Ｏ
己
旨
①
巨
冒
胃
冨
己
○
『
目
昌
○
邑
馨
牌
①
目
）
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
図
書
検
索
シ
ス
テ

ム
が
あ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
あ
る
約
百
の
ほ
と
ん
ど
の
図
書
館
を
結
び
非
常
に
便
利
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
一
九
八
五
年
以
後
に
収

納
さ
れ
た
本
が
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
も
の
は
遡
っ
て
入
力
中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
時
間
が
か
か
ろ
う
。
一
九
八
四
年
以
前
に
収
納
さ
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れ
た
も
の
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
ま
だ
少
な
い
の
で
、
次
の
章
で
紹
介
す
る
カ
ー
ド
を
製
本
化
し
た
目
録
を
利
用
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
筆
者
に
と
っ
て
は
、
あ
る
分
野
で
一
体
ど
ん
な
本
が
欧
米
を
中
心
に
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
キ
ー

ワ
ー
ド
や
著
者
名
な
ど
を
手
が
か
り
に
探
す
時
に
非
常
に
効
率
的
で
あ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
公
衆
ア
ク
セ
ス
目
録
６
己
冒
の
習
昌
ｏ
肯
、
①
の
、

厨
邑
○
四
○
℃
Ｐ
Ｃ
と
し
て
現
在
日
本
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
か
ら
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
・
Ｃ
Ｊ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
と
し

て
漢
字
・
日
本
語
・
ハ
ン
グ
ル
語
が
入
力
開
始
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
そ
の
全
蔵
書
数
三
五
○
万
冊
を
誇
る
。
大
学
の
図
耆
館
と
し
て
は
世
界
最
大
で
あ
る
。
日
本
の
国
立
国
会
図
書
館

（
五
五
○
万
冊
）
の
二
倍
と
い
う
驚
く
べ
き
数
字
で
あ
る
。
燕
京
図
書
館
の
蔵
書
は
現
在
、
漢
籍
四
三
万
冊
、
和
籍
二
○
万
冊
、
韓
籍
七
万
冊
、

さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
語
・
満
州
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
等
が
加
わ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
．
，
．
Ｃ
・
の
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
（
Ｅ
耳
幽
ｑ
ｇ
９
ご
喝
①
の
め
“

Ｐ
Ｃ
に
次
ぐ
規
模
の
東
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
で
あ
る
。

漢
籍
で
は
、
経
時
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
い
う
と
、
例
え
ば
六
○
一
年
に
編
蟇
さ
れ
た
中
国
最
古
の
韻
文
経
典
の
『
広
韻
」
の
宋
版
（
一
二
世
紀
）
、

元
版
（
一
三
三
○
年
と
一
三
三
六
年
）
、
明
版
二
五
四
九
年
）
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
多
く
の
版
が
あ
る
。
ま
た
近
代
中
国
に
関
す
る
も
の
も
豊
富

で
、
文
化
大
革
命
中
の
紅
衛
兵
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
新
聞
が
七
○
○
種
も
あ
る
。
ま
た
分
野
別
の
特
色
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
戯
曲
と
小
説
・

皇
室
記
録
・
地
方
誌
・
伝
記
・
社
会
科
学
の
蔵
書
に
定
評
が
あ
る
。

和
籍
で
は
、
日
本
文
学
・
日
本
史
・
政
治
・
経
済
さ
ら
に
台
湾
や
朝
鮮
の
総
督
府
が
発
行
し
た
資
料
が
よ
く
揃
っ
て
い
る
。

目
録
・
カ
ー
ド
は
、
漢
籍
は
ウ
ェ
ー
ド
式
の
ロ
ー
マ
字
、
和
籍
は
ヘ
ポ
ン
式
の
ロ
ー
マ
字
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
カ
ー
ド
十
八
枚
を

ま
と
め
て
一
頁
に
縮
小
コ
ピ
ー
し
て
製
本
し
た
も
の
が
《
６
胃
巴
○
唱
①
の
○
陣
冨
困
閏
ぐ
印
ａ
‐
目
の
胃
三
侭
匡
胃
四
ｑ
‐
○
三
国
①
の
①
の
呉
巴
○
唱
の
ご

と
し
て
、
漢
籍
に
つ
い
て
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
八
六
年
に
か
け
て
全
三
九
巻
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
ａ
閏
冨
且
酉
冨
８
号
目
》
旨
の
・
之
の
弓

蔵
書
と
利
用
法
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函
。
『
一
ハ
巴
己
冒
己
○
口
）
。
第
一
巻
～
第
二
八
巻
が
著
者
・
書
名
別
、
二
九
巻
～
三
八
巻
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
項
目
（
ぬ
畳
①
ｏ
こ
別
に
な
っ

て
い
る
。
第
三
九
巻
は
雑
誌
目
録
で
あ
る
。

和
籍
に
つ
い
て
も
一
九
八
五
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
震
ｇ
邑
○
唱
①
の
○
津
胃
国
閏
畠
ａ
‐
国
の
月
ご
侭
匡
耳
四
ｑ
‐
苛
冒
ご
①
の
①
ｇ
旦
○
唱
①
葛

と
し
て
全
三
三
巻
と
し
て
発
行
さ
れ
、
第
一
巻
～
第
二
二
巻
が
著
者
・
書
名
別
、
第
二
三
巻
～
第
三
二
巻
が
項
目
別
に
な
っ
て
い
る
。
第
三

三
巻
は
雑
誌
目
録
で
あ
る
。
こ
の
《
ら
宮
口
①
の
①
９
邑
○
唱
の
》
》
は
日
本
の
国
会
図
書
館
な
ど
、
震
百
日
ロ
①
の
①
９
国
一
○
唱
①
〕
〉
は
早
稲
田
大
学
な
ど
に

も
そ
れ
ぞ
れ
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
漢
籍
・
和
籍
と
も
一
九
八
五
年
以
後
収
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
先
の
四
○
Ｐ
目
の
で
検
索
で
き
る
。

医
学
書
関
係
は
項
目
と
し
て
主
に
以
下
の
も
の
に
配
さ
れ
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
、
醇
呂
冒
口
ｇ
日
興
団
○
国
畠
】
三
①
ｇ
８
－
Ｂ
崗
唱
○
の
爵

ｐ
Ｈ
侭
塑
甸
○
房
日
且
冒
目
魚
昌
胃
閏
国
冒
＆
房
異
冨
＆
旨
巴
一
言
＆
言
冒
、
冨
凰
園
扁
‐
○
三
口
輿
冨
＆
冒
扁
〕
○
三
用
の
Ｑ
も
号
胃
扁
巴
昏
な

ど
で
あ
る
。
他
に
眼
科
な
ど
各
領
域
別
の
項
目
名
も
い
く
つ
か
あ
る
。
な
お
言
①
巳
９
口
の
｝
○
匡
己
①
ｍ
の
は
さ
ら
に
以
下
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

○
閉
①
聾
匡
昌
①
の
〕
の
呂
①
ｇ
＆
言
○
烏
剪
国
胃
辱
乏
○
１
＄
ご
畠
二
（
こ
れ
は
さ
ら
に
、
国
匡
四
目
ロ
①
月
自
侭
（
黄
帝
内
経
）
、
ｚ
ｍ
ｐ
ｎ
冨
侭
（
難
経
）
、

普
言
①
ロ
（
素
問
）
と
細
分
化
さ
れ
た
項
目
を
も
つ
・
詩
３
局
目
巳
四
①
〕
３
８
］
胃
の
》
胃
①
印
の
風
冒
ご
国
興
国
の
ぢ
ご
で
あ
る
。

た
だ
し
、
項
目
別
の
整
理
は
一
九
六
八
年
以
後
収
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
収
納
さ
れ
た
も
の
は
著
者
名
・

書
籍
の
目
録
し
か
な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
調
査
に
は
一
定
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
・
先
の
製
本
化
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
か
ら
数
え
て
み
る
と
、

医
学
関
係
で
カ
ー
ド
の
数
と
し
て
漢
籍
が
約
二
一
○
○
点
、
和
籍
が
約
三
○
○
点
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
漢
籍
で
は
黄
帝
内

経
は
九
点
、
難
経
は
一
九
点
、
素
問
は
一
九
点
あ
る
。
和
雑
誌
と
し
て
は
ど
う
い
う
わ
け
か
『
漢
方
と
漢
薬
』
誌
の
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年

六
月
号
の
み
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
、
一
九
六
七
年
以
前
に
収
納
さ
れ
た
も
の
と
、
一
九
八
五
年
以
後
収
納
さ
れ
四
○
伊
巨
ｍ
に
載
っ
て
い

る
も
の
が
加
わ
り
、
全
点
数
と
な
る
が
、
こ
の
方
は
さ
ほ
ど
は
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

コ
ー
ド
番
号
と
し
て
は
、
Ｒ
が
詞
困
島
侭
室
・
罰
瓜
曾
①
月
①
室
、
Ｆ
が
巨
胃
３
匿
日
、
Ｔ
が
弓
吋
①
四
ｍ
目
①
（
貴
重
書
）
、
Ｂ
が
国
ｇ
ｏ
四
目
ご

（
書
誌
学
）
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
漢
籍
で
は
清
代
の
一
七
九
五
年
以
前
の
も
の
、
和
籍
で
は
江
戸
期
時
代
以
前
の
も
の
が
一
律
に
責
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漢
字
目
録
の
必
要
性
に
つ
い
て

‐
レ
ー
レ

凱
霊
霊
珪
譲
窪
：
…
〆
：

漢
字
文
化
圏
の
も
の
に
と
っ
て
は
ロ
ー
マ
字

ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
の
漢
籍
に
つ
い
て
は

王
重
民
（
弓
四
局
ｇ
巨
侭
‐
目
冒
）
に
よ
っ
て
書
誌
学
的
調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
衰
同
礼
弓
白
目
目
目
）
の
重
校
を
経
て
、
「
國
會
圖
書
館

蔵
中
國
善
本
書
録
」
Ｓ
Ｆ
の
ｇ
旨
く
①
厨
且
○
ぬ
の
旦
厨
『
①
ｇ
旨
の
の
①
胃
烏
巴
邑
号
①
巨
胃
“
ご
ｇ
９
邑
唱
の
の
叩
）
と
し
て
、
四
庫
分
類
に
従
い
、

漢
籍
担
当
の
胡
嘉
陽
田
巨
ｇ
甲
冒
目
ぬ
ゞ
一
九
四
一
ｌ
）
女
史
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
漢
籍
の
購
入
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
で
出
版
さ
れ

た
西
洋
医
学
の
本
に
つ
い
て
は
購
入
し
な
い
が
、
中
医
学
の
本
に
つ
い
て
は
中
国
文
化
の
一
部
と
し
て
購
入
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

日
本
に
は
中
国
図
書
の
取
り
次
ぎ
業
者
が
何
軒
か
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
直
接
北
京
と
香
港
か
ら
購
入
し
て

い
ブ
匂
。

重
言
扱
い
と
な
っ
て
善
本
（
国
『
①
ｇ
ｏ
ご
害
室
に
入
っ
て
い
る
。
善
本
書
室
主
任
は
戴
廉
（
酸
号
９
Ｆ
自
菖
．
一
九
一
二
ｌ
）
氏
で
あ
る
。

例
え
ば
漢
籍
の
目
録
の
旨
の
皇
の
旨
の
の
項
を
み
て
み
る
と
、

陳
文
中
（
字
文
秀
）
撰
、
熊
宗
立
（
号
道
軒
）
類
正
．
（
陳
氏
）
小
児
病
源
方
論
・
四
巻
・
明
正
徳
戊
辰
（
一
五
○
八
）
、
書
林
存
徳
堂
陳
氏
刊

本
・
一
三
行
二
七
字
・
一
冊
、
一
函
。

王
璽
（
字
延
信
）
撰
、
書
林
類
證
集
要
、
十
巻
存
四
至
六
巻
、
明
成
化
壬
寅
（
一
四
八
二
）
、
春
徳
堂
刊
本
・
二
行
二
○
或
一
二
字
不
等
、

の
方
も
何
人
か
お
ら
れ
る
。

な
ど
が
特
に
稀
観
書
と
い
え
る
。

和
籍
担
当
司
書
に
は
先
の
青
木
氏
の
他
に
日
本
人
の
目
録
係
が
二
人
お
り
、
さ
ら
に
漢
籍
担
当
司
書
の
中
に
は
日
本
語
を
解
す
る
中
国
系

六
冊
、
一
函
。
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漢
字
の
手
書
き
の
も
の
が
一
九
五
七
年
に
全
二
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
一
七
七
七
点
を
含
み
、
そ
の
う
ち
医
学
関
係
が
補
遺
も
入
れ

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ベ
セ
ス
ダ
市
に
あ
る
国
立
医
学
図
書
館
皀
昌
○
局
目
ロ
耳
目
〕
旦
昌
巴
冨
コ
の
”
言
門
冨
）
の
漢
籍
・
和
籍
は
、
中
国
中
医

研
究
院
医
史
文
献
研
究
所
の
馬
継
興
氏
に
よ
り
調
査
さ
れ
、
ロ
ー
マ
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
書
名
・
著
編
者
名
（
ウ
ェ
ー
ド
式
）
と
項
目

別
の
カ
ー
ド
、
さ
ら
に
、
漢
字
の
画
数
順
の
書
名
の
カ
ー
ド
が
揃
っ
て
い
る
。
こ
の
漢
字
カ
ー
ド
は
書
名
・
著
編
者
名
・
巻
数
だ
け
の
簡
単

な
も
の
だ
が
、
漢
字
文
化
圏
の
も
の
に
と
っ
て
は
使
い
や
す
い
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
カ
ー
ド
の
み
で
冊
子
体
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ロ

ー
マ
字
の
方
は
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
で
き
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
カ
ウ
ン
ト
ウ
ェ
イ
医
学
図
書
館
（
９
巨
三
雪
昌
冨
＆
－
８
－
巨
耳
四
国
）
の
五
階
の
貴
重
書
（
国
吊
一
〕
○
○
乙
室
に
も
数
百

冊
の
漢
籍
・
和
籍
が
あ
る
が
、
全
く
整
理
さ
れ
お
ら
ず
、
目
録
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
に
あ
る
漢
籍
・
和
籍
の
状
況
は
、
全
く
整
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い

る
も
の
、
漢
字
に
よ
る
冊
子
体
の
目
録
が
あ
る
も
の
ま
で
様
々
で
あ
る
。
医
学
関
係
の
蔵
書
に
つ
い
て
も
如
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
医
史
学

の
対
象
と
な
る
中
国
で
は
中
華
民
国
時
代
ま
で
、
日
本
で
は
明
治
時
代
あ
た
り
ま
で
は
、
い
く
つ
か
の
重
点
的
な
図
書
館
か
ら
、
漢
字
で
目

録
が
整
理
さ
れ
利
用
が
容
易
な
形
で
提
供
さ
れ
る
と
、
漢
字
文
化
圏
の
医
史
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
ろ
う
。

な
お
、
韓
籍
に
つ
い
て
は
、
全
領
域
を
カ
バ
ー
し
た
も
の
と
し
て
、
《
夢
口
閉
の
園
８
９
国
一
○
唱
①
旦
〆
目
①
四
国
国
○
○
爾
言
号
①
西
目
く
ｍ
ａ

国
①
月
冨
侭
旨
の
葺
昌
①
巨
寓
ｍ
ご
胃
国
冑
ぐ
ｍ
ａ
ご
ロ
弓
の
風
ご
言
々
（
「
吟
佛
大
學
晧
燕
學
社
圖
害
館
韓
籍
簡
目
」
）
が
、
漢
字
と
ハ
ン
グ
ル
文
字
交

り
の
目
録
と
し
て
一
九
六
二
年
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
、
《
季
シ
Ｑ
開
の
罠
＆
○
画
邑
○
唱
①
旦
射
○
門
①
目
嗣
○
○
房
目
号
①
出
自
鼠
ａ
‐
国
ｇ
ｏ
匡
晶

ご
胃
煙
昌
．
国
冑
ぐ
四
ａ
ご
ロ
ー
ぐ
①
国
ご
く
○
一
‘
目
〉
と
同
《
畠
○
一
．
冒
雪
》
（
「
晧
佛
大
學
晧
佛
燕
京
圖
書
館
韓
籍
簡
目
二
編
』
、
『
同
三
編
』
）
が
一
九
六
六
年

と
一
九
八
○
年
に
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
四
編
は
あ
と
十
年
程
た
っ
て
か
ら
出
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

て
八
三
点
含
ま
れ
る
。
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協
力
を
得
た
、
燕
京
図
書
館
・
青
木
利
行
、
同
・
戴
廉
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
・
真
柳
誠
の
三
氏
に
謝
意

を
表
す
る
。

（
三
）
頼
永
祥
「
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
燕
京
図
書
館
」
『
図
書
館
雑
誌
』
七
七
巻
一
号
、
一
二
～
一
三
頁
、
一
九
八
三
。

（
四
）
豊
田
恭
子
「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
燕
京
図
書
館
」
「
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
出
版
情
報
』
八
巻
四
四
号
、
三
八
～
三
九
頁
、
一
九
八
九
。

（
東
京
医
科
歯
科
大
学
難
治
疾
患
研
究
所
／
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）
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（
二
国
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の
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①
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．
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］
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①
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ａ
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弓
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○
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冒
弄

｛
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○
国
酷
箇
弓
四
ａ
匡
耳
煙
昌
国
昌
呂
巨
》
ｇ
ｅ
叩
囹
‐
寵
》
己
認
．
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
図
書
館
所
蔵
の
別
刷
に
は
、
９
国
侭
の
。
烏
と

論
文
中
の
用
語
に
対
す
る
漢
字
の
対
応
表
が
つ
い
て
い
る
）

（
二
）
《
出
閏
く
四
ａ
ｋ
①
月
冨
侭
匡
耳
四
ご
》
）
合
図
日
胃
ａ
ｍ
ｐ
冨
四
朋
肖
官
の
①
厨
）
（
発
行
年
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
一
九
七
○
年
代
前
半
と
思
わ
れ
る
）

［
藤
原
貞
雄
訳
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
研
究
ｌ
「
ハ
ー
バ
ー
ド
の
東
ア
ジ
ア
図
書
館
」
「
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
」
一
九
七
八
年
春
号
、

一
五
六
～
一
六
三
頁
］
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